
応用健康科学・スポーツ科学の研究室へようこそ
-新潟大学村山研究室の紹介-

国民の“健康増進”を目的とした“現場で応用”できる研究

運動機能評価

画像解析

筋電図

床反力計

バランスボード

・運動機能の測定評価
・自律神経活動の分析
・コンディショニング

ゴニオメータ

環境整備と仕組みづくり

メディカルフィットネス

スポーツ指導環境

健康増進・地域活性

子どもの運動機能向上

・地域住民の健康増進
・地域活性
・地域と学生の交流

温泉・地域資源活用

フィールドアクティビティ

生涯スポーツ

温泉など地域資源

登山

スキー

・指導環境の整備
・技術向上
・楽しさの追求

心電図

安静時基礎代謝測定

睡眠時動態計測

統計解析
・有意差検定 ・クラスター分析 ・ベイズ統計
・判別分析 ・共分散構造分析・コレスポンデンス

バスケットボール
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SEMGを用いた筋活動測定

床反力
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動的姿勢制御計測

画像解析
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フィールド実験

高齢者の運動機能測定

安静時基礎代謝量測定

腹部ＣＴ撮影による腸腰筋評価

幼児の運動機能測定

歩行機能解析

身体活動量調査

外部との共同研究プロジェクト
2014年〜
温泉利⽤指導者・温泉⼊浴指導員全国組織設⽴プロジェクト

2012年〜
県⺠の⾝体活動量増加を目指した勤労者の運動量実態調査 (新潟県福祉保健部)

2012年〜
地域住⺠の⾏動変容を目指した温泉資源と

地域環境の活⽤による保養モデルの開発 (日本健康開発財団)

2012年〜
新発田市公園活性化プロジェクト (新発田市)

2012年〜
運動実施⾼齢者における下肢の筋⼒及び運動機能評価法の開発

(新潟健康増進財団)

2012年〜
幼児の運動機能評価に関する研究 (新潟市保育者研究会)

研究・教育受賞歴
2014年3月
新潟⼤学学⻑賞受賞（教育学研究科2年 尾山裕介）

2014年3月
日本体育学会第64回⼤会測定評価専門分科会「優秀発表賞」（尾山裕介）

2013年3月
第38回財団法人健康開発財団助成研究「最優秀賞」（村山敏夫）

2013年3月
新潟⼤学学⻑賞受賞（教育学研究科2年 吉田彩）

2013年1月
日本体育学会第63回⼤会測定評価専門分科会「優秀発表賞」（吉田彩）

競争的研究費獲得実績
2014年
第40回日本健康開発財団研究助成「温泉利⽤指導者の全国組織設⽴と人材ネッ
トワーク構築による地域活性への波及効果」

研究代表者︓村山敏夫
2013年
第39回日本健康開発財団助成研究「人材交流を目的とする温泉利⽤指導者・⼊
浴指 導員のネットワーク構築の取り組み」

研究代表者︓池山⾹
2013年
上月財団第11回スポーツ研究助成事業「⾼次神経機能に基づく運動制御評価法
の開発」

研究代表者︓村山敏夫
2012年
第38回日本健康開発財団研究助成「地域住⺠の⾏動変容を目指した温泉資源と
地域環境の活⽤による保養モデルの開発」

研究代表者︓村山敏夫

リレーションシップデザインによる実社会への応用

研究成果
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画像解析と筋電図解析の比較による歩⾏機能解析
〜クラスター分析を⽤いて〜
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Section1 Section3斜度の変化に対する適応とは︖

BF：大腿二頭筋

VL:外側広筋

TA：前脛骨筋

GAS：腓腹筋

GM：大臀筋

斜面の起伏変化をトレッドミルで再現する
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2パターンの平均値
（n=9）
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・最前傾、最後傾ともに二元
配置分散分析の結果、有意差
は認められなかった
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姿勢制御のメカニズム
フットケアの有効性

〜様々なコンディショニング⼿法の効果を検証〜
フットケアがバランス感覚を向上させるというが効果は如何に︕

効果は認められなかった
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同じ傾斜であっても⼀度起伏を
挟むと筋活動パターンが変化する
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課題１ 課題２ 課題３

体幹前傾開始から
最大屈曲までの過程で類似

課題１、２、３ぞれぞれの間で有意な差
が⾒られた

体幹前傾＞指示なし＞体幹保持
⽴ち上がり⽅の指⽰が

股関節屈曲角度に影響する

⽴ち上がりのメカニズム
⽴ち上がり方で脚への負担は変わるのか
〜様々な⽴ち上がり方による脚筋活動の検証〜
説明の仕方が違うと動作も変わってくる︖正しい⽴ち
上がりの仕方とは︖
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VERTICAL  FORCE

③
①

②

地面反力変数

① SUI/W：最大値/体重 ( kgf/BW)

② T：起立時間 (sec) 

③ RFD/W：最大傾斜角度/体重 ( kgf/s/BW)  

座位反応時間テストの提案
⾼齢者への負担軽減を目指した反応時間計測法の提案

【ProposalProposalProposalProposal】ダイナミックな動作を必要としない座位による反応時間テストを提案する

SRT～Sitting-position Reaction Time～

座位反応時間テストの実際
FLASH

利き足の挙上

【PointPointPointPoint】転倒予防の観点から、全⾝反応時間テストの必要性は⾼い
【ProblemProblemProblemProblem】⾼齢者に対して跳躍動作を伴う現在の全⾝反応テストではリスクが⼤きい

全身反応時間テストの整理
①立位反応時間テスト（従来の測定方法）

対象者：幼児、小学生、中学生、高校生、成人
目 的：敏捷性の評価とした体力評価

②座位反応テスト（本研究で提案する測定方法）
対象者：高齢者
目 的：つまづきなどによる転倒予防のための運動機能評価

反応時間テストの提案向けて：全身反応刺激の課題を変えることで結果に影響が生じるのか？

視覚への刺激
聴覚への刺激

単純反応時間
選択反応時間

条件設定による反応時間の
結果と運動機能の関係を探る

光刺激(光SRT)
音刺激(音SRT)

座位反応時間テスト（⽴ち上がり法）

～方法～
①椅子に座り測定マットに利き足を置く
②光フラッシュの合図で利き足を挙げる
③計測を3回繰り返して平均値で評価
～利点～
・高齢者・低体力者でも計測可能
・従来の測定との相関が高い

～方法～
①測定マットを敷いた椅子に座る
②光フラッシュの合図で立ち上がる
③計測を3回繰り返して平均値で評価
～利点～
・従来測定よりも筋力などの要因を受け

やすいため、体力評価の目安となる

測定マット

測定マット

測定マット

筋電図電極は前傾骨筋に張付
＊現場での簡便さを配慮するが、外側広筋への張付も検討

↑フラッシュボックス
＊赤色光発行
＊音発生
＊光刺激と音刺激の2

種類を設定可能

＊筋電図計測
＊計測5秒間
＊設定変更可能
↓反応測定器

座位反応時間テスト（利き⾜挙上法）


